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2020 年度　会計報告
2020年度　決算報告

2021年度　予算（案）

2019年度 繰 越 金
2020年度 終 身 会 費
 年 会 費
 利 息
 特 別 収 入
 入 会 式
 会 議 費
 総 会 費
 会 報 費
 慶 弔 費
 事 務 費
 特別事業費
 予 備 費

18,940,781
2,805,000
124,700
536
0
0
0
0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0

127,360
11,045

0
1,094,665
33,000
655,772

0
0

定期預金・普通預金を含む
女子大学22回生（187名）
通信費等
預金利息（定期・普通）

卒業記念品等
幹事会・役員会等
総会中止
会報印刷・郵送料等
花代（卒業式）
電話料・文具・パート代等
ホームカミング・大学祭広告等
その他

項　　目 収　入 支　出 備　　考

合　　計 21,871,017 1,921,842

 繰 越 金
 終 身 会 費
 年 会 費
 利 息
 特 別 収 入
 入 会 式
 会 議 費
 総 会 費
 会 報 費
 慶 弔 費
 事 務 費
 特別事業費
 予 備 費

19,949,175
3,555,000
150,000
536
0
0
0
0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0

200,000
50,000

0
1,300,000
100,000
1,300,000
50,000
400,000

定期預金・普通預金を含む
女子大学23回生（237名）
通信費等
預金利息（定期・普通）

卒業記念品等
幹事会・役員会等
総会中止
会報印刷・郵送料等
花代（入学式・卒業式）その他
電話料・文具・パート代等
ホームカミング・大学祭広告等
その他

項　　目 収　入 支　出 備　　考

合　　計 23,654,711 3,400,000

2021 年 3月31日次年度繰越金 19,949,175

差引次年度繰越予定額 20,254,711

新 幹 事 紹 介

　同窓会事務局では、大学より提供された卒業生名簿
を同窓会会報の発送と幹事へのお知らせのために利用
させていただいております。
　還暦祝い・25周年の祝い・同期会などの必要と認め
られる場合のご連絡については、代表者（学年幹事等）
の方に、使用目的の誓約書を提出していただくことを
お願いし、個人情報については適切に取り扱っており
ます。
　住居表示・姓名に変更が生じた場合は、事務局まで
ご連絡ください。その際、下記の事項をお忘れなくご
記入の上、電話・ハガキまたはFAXにてお知らせく
ださいますようお願いいたします。

記
●氏名（現・旧）　　　●住所（現・旧）
●電話番号　　●学科・回生・クラス

【連絡先】
仙台白百合女子大学同窓会事務局
〒981-3107　仙台市泉区本田町６－１
TEL・FAX　（022）372-3595
（毎週木曜日開局）

● 編集者
阿部美恵子（家政科 ３回生）　塚本　良子（家政科 ５回生）
斉藤　礼子（家政科１５回生）　西條るり子（家政科１５回生）

同窓会事務局からのお知らせ

　2020年度は大学にとって試練の年でした。出口の見えないコ
ロナ禍のなか、通常の対面授業ができなくなった時があり、オ
ンライン授業に切り替えて対応しました。後期になって対面授
業は回復できたのですが、不安定な状況が継続し、教育効果の
面では課題が残ったように思います。学生たちも、当たり前の
キャンパスライフをおくることができませんでした。行事も次々
と中止になりました。大学生活が不完全燃焼になったのではと
心配しています。本学の特徴である少人数教育は、学生同士あ
るいは学生と教員の「密」な関係を前提としているため、「密」
を避ける授業のなかで試行錯誤が続きました。コロナ禍からの
出口は未だ見えない状態ですし、見えたとしても、ポストコロ
ナ時代の教育がどのような姿になるのかは、はっきりしないと
いうのが実情です。
　本学の教職員は、今後も、学生の教育と支援に総力を注ぎ込
みますが、この困難な時代にあっては、卒業生の皆様からの応
援とご支援が大きな励みとなります。同窓会と大学との連携は、
これまで以上に大切になってくるものと考えています。両者の
連携を深化させるためには制度的な工夫も必要と考え、2021年
度は、二つの点で新たな試みを始めることとしました。
　一つは、学生課に、同窓会との連携強化の役割を与えること
です。これまで、教職員の中の同窓生が、勤務とは別のところ
で同窓会の役割を、いわばボランティアとして担ってきました。
大学の全体的運営の中に同窓会がきちんと位置付けられていな

かったため、大学が同窓会に何を期待するのかも不明瞭でした。
しかし、同窓会は地域連携の窓口にもなり得るし、受験生募集
やキャリア支援にも一役買うことができるかもしれません。同
窓会がもつ経験と人脈、力を在学生のために使わせていただき
たいのです。そのためには、同窓会自体も充実し、盛り上がっ
ていただかなければなりません。そのような思いから、学生課
を同窓会との接点にしたいと考えました。
　二つ目は、キャリアリソース課（従来の就職課）に同窓生の
卒後教育の機能を振り分けることです。同窓生には長く仕事を
続ける方が増えてきました。在学時代の国家資格を生かした仕
事をしている方々、あるいは一般企業で活躍している方々等、
転職した方、再就職した方、卒業生にもいろいろなキャリアパ
スがあります。社会がめまぐるしく変化するこの時代において、
同窓生たちもキャリアップあるいはキャリアチェンジのために
学びを継続させる必要があります。キャリアリソース課が中心
となって、同窓生のニーズと、本学が提供できるリソースとを
マッチングさせることができればと考えました。卒業後も続く
「学びの共同体」ができることを夢みて、キャリアリソース課に
思いを託しました。
　今後、同窓会が多くの卒業生の支持を得ながらますます発展
し、活動を充実させ、大学を下支えする推進力となって活躍く
ださるよう期待しております。

発行2021年 4月

仙台白百合女子大学 人間学部22回生

人間発達学科　子ども発達専攻

 Ａ Ｂ組 及川　朋佳／大場　百夏

心理福祉学科

  齋藤茉弥乃／橘川　怜奈

健康栄養学科　管理栄養専攻

 Ａ組 太田恵梨子／猪又　風香

 Ｂ組 二階堂水美／渡邊　新苗

グローバル・スタディーズ学科

 Ａ組 佐藤菜々子／本間千里歌

 Ｂ組 古藤野雅織／齋藤茅乃

コロナ後の同窓会と大学

矢口　洋生

仙台白百合女子大学　学長
同窓会名誉会長

同窓会総会中止のお知らせ

人間発達学科
 特任教授 髙橋　正人
 講　　師 八木　孝憲

心理福祉学科
 特任教授 山﨑　洋史
 講　　師 高田　洋平

グローバル・スタディーズ学科
 教　　授 小形　美樹
 特任教授 坂根　治美
 特任講師
  フリードリック ダニエル

教務課 本田　春緋

キャリアリソース課 八木田　僚

会計課 武田　明子
（2021.3.18）

心理福祉学科
 特任教授 鈴木　敏明

（2021.3.31）

健康栄養学科
 特任教授 谷津　壽郎

（2021.3.31）

グローバル・スタディーズ学科
 教　　授 浅野　浩子

（2021.3.31）

 特任教授 高橋　　満
（2021.3.31）

 特任講師
  メアリー アン パスクアル

（2021.3.31）

管理課 亀山　裕史
（2021.3.31）

図書館 宮野眞理子
（2021.3.31）

　いつも同窓会にご理解・ご協力を賜りましてありがとうござい
ます。
　標記の件につきまして、新型コロナウイルス感染拡大防止のた
め、2021年6月6日（日）開催予定の「同窓会総会」を中止するこ
とになりました。
　同窓生の皆様の安全・安心を第一に考えての決定となりまし
た。ご理解頂ければと存じます。
　大変残念な結果となりましたが、この新型コロナウイルスが早
く収束することを願い、皆様方のご健康をお祈り申し上げます。
　なお、下記の項目につきましてその承認および新年度執行を役
員会に一任して頂きますようお願い申し上げます。

記

①　2020年度事業報告並びに収支決算報告
②　2021年度事業計画案並びに予算案

　同窓生の皆様には諸事情ご賢察の上、ご理解賜りますようお願
い申し上げます。
　なお、今年卒業25周年と還暦の方は来年の方と一緒にお祝いし
たいと思います。

　なお、今年は役員改選の年にあたり、新役員が次の通り選出さ
れました。

回　　生 氏　　名
名誉会長 学　　長 矢　口　洋　生
会　　長 家 政 １ 渡　邉　博　子
副 会 長 家 政 ３ 阿　部　美恵子
副 会 長 家 政 ７ 氏　家　幸　子
副 会 長 家 政 26 泉　田　礼　子
会　　計 家 政 21 渡　邉　聖　子
会　　計 女子大１ 日　下　麗　子
書　　記 家 政 21 濵　田　富美江
書　　記 英 語 14 西　本　亜　貴

1仙台白百合女子大学  同窓会報　｜　第 50 号　｜



学生生活を振り返って

坂本　麗
グローバル・スタディーズ学科卒業

鈴木　望生
健康栄養学科卒業

学生生活について

　学生生活を振り返ってみると、たくさんの人たちに支えられ、
多くの経験をすることができた 4 年間でした。特に学生生活で
思い出に残っている活動が２つあります。
　１つ目は学生会での活動です。今までの自分は人前に立つ役
職を率先して行ったことはありませんでしたが、自分を変える
きっかけになりました。はじめ失敗ばかりでしたが、学生会の
メンバーや学生課の皆さんの協力があり、様々な活動を成功さ
せ、充実した学生会活動を行うことができました。
　２つ目はゼミ活動で行った、マイナビベガルタ仙台レディー
スの選手の皆さんに「白百合まごころ弁当」を届ける活動です。

選手の皆さんと食を通して関わり、直接お弁当を届け「おいしい」
と言ってもらうことができ、この活動にとてもやりがいを感じ
ました。また、ゼミ活動を一緒にしてきた友人は生涯かけがえ
のない宝物となりました。
　この４年間の学生生活は自分だけの力ではなく、家族や友人、
先生方などたくさんの人に支えられていたことを改めて感じて
います。卒業後は高齢者施設で働く予定ですが、学生時代に経
験したことを活かし、食を通してたくさんの人を支えられる管
理栄養士になりたいと思います。

「仙台自分づくり教育アワード功労者」表彰に際して

氏家　幸子

健康栄養学科 准教授
家政科７回生

　寒かった冬をのり越えて、又今年も春の草花が咲き、何事も
なかったかの様な移り変わりを見せておりますが、コロナウイ
ルス感染症の影響を受けて私達の生活は今まで経験した事のな
い日々を送らねばならない日常を過ごしております。まだまだ
収束の見通しはつかず第４波が来るのでは？　などと話題にな
り落ち着かない日々を強いられている状態です。
　昨年は、本来なら同窓会総会の席上で２年に一度の役員改選
の時期でございましたが、この様な状況のため総会を中止させ
ていただきました。新役員の人事につきましては役員会にて選
出・決議をさせていただき仙台白百合女子大学を卒業し大学に
勤務されておられます職員の同窓会学内幹事の皆様方に書面で
の報告をさせていただき、ご了解をいただいた次第です。変則
的ではございましたが顧問のSr.和田美稚子先生に相談をし、又、
名誉会長の矢口洋生学長先生にも御承諾をいただいております
ので宜しく御理解の程をお願い申し上げます。新役員の人事は
１ページに記載させていただいておりますが今回二年間のみ副
会長を３人体制で運営してまいります。家政科７回生で仙台白
百合女子大学健康栄養学科准教授の氏家幸子先生にお願いをし、
お引き受けいただきました。今までと同様に、同窓会役員一同
心を一つにして同窓会運営に努力してまいりますので、皆様方
の御協力の程を宜しくお願い申し上げます。
　又、もう一件御報告させていただきますが、長い間、仙台白

百合短期大学学長、仙台白百合女子大学学長を勤められ、同時
に同窓会名誉会長、顧問をお引き受けいただいておりました、
Sr.和田美稚子先生が、昨年（R2）11月25日に神奈川県藤沢市
の片瀬修道院に移動されました。Sr.和田美稚子先生は仙台白百
合短期大学設立準備の時から当時の文部省に足を運ばれたりし
て係わって来られ、長い間短期大学、女子大学の礎を築いて来
られた方でいらっしゃいます。勿論同窓会の事も心にかけてい
ただきまして常に御指導をいただいてまいりました。片瀬の修
道院に移られます時も“仙台白百合女子大学の皆様方、卒業生の
方々、関係者の皆様方のことを思い、毎日お祈りしていますよ”
とのお言葉を残して新幹線に乗られました。泉の地でお仕事を
なさいました年月は38年位になると思います。それだけSr.和
田美稚子先生の仙台での思い出は私達同窓生にとっても忘れら
れない事が沢山ございます。感謝のうちにお見送りをさせてい
ただきました。
　最後に、今年の同窓会総会も役員会で検討させていただきま
して昨年と同様中止とさせていただきます。同窓会入会式も行
われませんでしたが、新幹事の方々の名簿・記念品をお渡しし、
入会式に代えさせていただきました。ご理解の程を宜しくお願
い致します。一日もはやくコロナウイルス感染症が収束し皆様
方と笑顔でお目にかかれます事を願いつつ。

　皆様、「楽学（がくがく）プロジェクト」って、ご存じですか。
　これは「仙台自分づくり教育」の一環として行っているもの
です。様々な職業のプロからの講話や実技体験を行う講座を設
け、将来の職業や働くことの意味について考える機会を提供し、
子供たちの夢の実現を支援するプロジェクトです。
　具体的には、市内小中学生を対象に、夏休み中の２日間を使っ
て、これまでは木町通小学校と同じ敷地にある木町通市民セン
ターを会場にして行われています。
　私は、７年間この活動の中で「栄養士の仕事」を担当してき
ました。最初にお話をいただいた時には、料理やケーキなどモ
ノを作り上げるのとは違う栄養士の仕事の重要性を２時間足ら
ずの講座で小中学生に理解させるのはとても難しいと思いまし
た。栄養のバランスについてお話をしようとすると家庭科の授
業のようになってしまってつまらないと悩みました。この仕事
に夢や憧れを持たせる工夫…そうだ！　今まさに大学で専門的
に学び、管理栄養士として飛び立とうとしている大学生の出番
ではないかと思いつきました。私がお話をしている間に、学生
は小学生でもできる料理を何品かつくり、合間にどんな栄養士

を目指しているのかを語ります。できた料理はバランスよくお
弁当箱に詰めるという楽しい活動を取り入れています。名付け
て「私は私の栄養士」という体験学習の場にしました。
　栄養士の仕事を希望する中には家族に食事療養が必要な人が
いるから学びたいという熱心な子供もいて「減塩のポイントを
教えてほしい」などといった大人顔負けの質問も飛び出します。
　その他講座は50近く用意されており、２日間とも午前・午後
で入れ替えつつ、約千名の子供たちが興味ある仕事に参加して
います。全市をあげてのプロジェクトですから、スタッフの数
も多く、プロジェクト委員会メンバーはじめ、教育委員会関係、
現役や退職された先生方、PTA関係、ジュニアリーダーなど様々
な立場の人が関わっています。これらの活動はすべてボランティ
アで、だれも報酬を受け取っていないことにも驚き、とてもい
いアイディアだと思いました。こうして大勢の大人が子供たち
の学びを支えている、その姿こそ子供にとっては憧れの存在で
あり、キャリア教育そのものに感じます。こうした活動に参加
させていただけることに感謝し、これからも栄養士という仕事
の魅力を伝えていきたいと考えています。

渡邉　博子

仙台白百合女子大学 同窓会会長
家政科１回生

同窓生の皆様、いかがお過ごしでしょうか。

　今年の 2021 年 3 月 11 日で、東日本大震災が発生してから 10 年を迎えました。
　皆様は、当時、どのような体験をなさったでしょうか？　あるいはその被災体験をとおして培われた教訓
をどのように現在へつなげていらっしゃるでしょうか？
　皆さまからの投稿を募集します。それらを蒐集し、年内中に冊子として発行し、ご寄稿者にはもちろんの
こと、学内教職員、そして仙台白百合女子大学図書館が関係する諸機関等に配布する予定です。

●締切　5月17日（月）　　●字数　400字以上
●記載事項　タイトル、郵便番号、住所、氏名、年齢、当時（と現在）の肩書、電話番号（携帯）
●宛先・メールアドレス　library@sendai-shirayuri.ac.jp
●問い合わせ　仙台白百合女子大学図書館　　〒981-3107　仙台市泉区本田町6-1

【TEL】　022（374）5090　【FAX】　022（374）4577
※玉稿が掲載された方には、冊子３冊を差し上げます。さらにご入用の方は、別途相談承ります。

投稿募集／「東日本大震災の記憶」

　私は学生生活を 400 字程度にまとめるには難しいほど、多く
の経験を積んだ４年間を過ごしました。
　経験の一つとして学生会に所属し、役員として YUKATAday
や白百合祭、クリスマス会などの大学行事に参加してきました。
また、会計の仕事に加え、学生会役員選挙では、中心となって
選挙管理委員会と共に運営に携わったことがとても印象深く
残っています。そしてそれらの多くは、同じ役員の友達や委員
会の皆さんと協力して初めて成し遂げられたものだったと思い
ます。その他にもボランティア活動やアルバイトに勤しんでき

た身ですが、どの活動も多くの方々に支えていただきました。
それらが今の私を形成したのだと思います。
　様々な人と出会う中で、自分と全く異なった価値観を持った
人もいました。考え方の違いで衝突もありました。その度に相
手と向き合い、互いに納得するまで意見を交換しました。大学
卒業後、私は仙台市内で英語教員として働きます。学生生活で
培った広い視野で物事を見つめ、生徒と向き合っていけるよう
な教師を目指します。
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学生生活を振り返って

坂本　麗
グローバル・スタディーズ学科卒業

鈴木　望生
健康栄養学科卒業

学生生活について

　学生生活を振り返ってみると、たくさんの人たちに支えられ、
多くの経験をすることができた 4 年間でした。特に学生生活で
思い出に残っている活動が２つあります。
　１つ目は学生会での活動です。今までの自分は人前に立つ役
職を率先して行ったことはありませんでしたが、自分を変える
きっかけになりました。はじめ失敗ばかりでしたが、学生会の
メンバーや学生課の皆さんの協力があり、様々な活動を成功さ
せ、充実した学生会活動を行うことができました。
　２つ目はゼミ活動で行った、マイナビベガルタ仙台レディー
スの選手の皆さんに「白百合まごころ弁当」を届ける活動です。

選手の皆さんと食を通して関わり、直接お弁当を届け「おいしい」
と言ってもらうことができ、この活動にとてもやりがいを感じ
ました。また、ゼミ活動を一緒にしてきた友人は生涯かけがえ
のない宝物となりました。
　この４年間の学生生活は自分だけの力ではなく、家族や友人、
先生方などたくさんの人に支えられていたことを改めて感じて
います。卒業後は高齢者施設で働く予定ですが、学生時代に経
験したことを活かし、食を通してたくさんの人を支えられる管
理栄養士になりたいと思います。

「仙台自分づくり教育アワード功労者」表彰に際して

氏家　幸子

健康栄養学科 准教授
家政科７回生

　寒かった冬をのり越えて、又今年も春の草花が咲き、何事も
なかったかの様な移り変わりを見せておりますが、コロナウイ
ルス感染症の影響を受けて私達の生活は今まで経験した事のな
い日々を送らねばならない日常を過ごしております。まだまだ
収束の見通しはつかず第４波が来るのでは？　などと話題にな
り落ち着かない日々を強いられている状態です。
　昨年は、本来なら同窓会総会の席上で２年に一度の役員改選
の時期でございましたが、この様な状況のため総会を中止させ
ていただきました。新役員の人事につきましては役員会にて選
出・決議をさせていただき仙台白百合女子大学を卒業し大学に
勤務されておられます職員の同窓会学内幹事の皆様方に書面で
の報告をさせていただき、ご了解をいただいた次第です。変則
的ではございましたが顧問のSr.和田美稚子先生に相談をし、又、
名誉会長の矢口洋生学長先生にも御承諾をいただいております
ので宜しく御理解の程をお願い申し上げます。新役員の人事は
１ページに記載させていただいておりますが今回二年間のみ副
会長を３人体制で運営してまいります。家政科７回生で仙台白
百合女子大学健康栄養学科准教授の氏家幸子先生にお願いをし、
お引き受けいただきました。今までと同様に、同窓会役員一同
心を一つにして同窓会運営に努力してまいりますので、皆様方
の御協力の程を宜しくお願い申し上げます。
　又、もう一件御報告させていただきますが、長い間、仙台白

百合短期大学学長、仙台白百合女子大学学長を勤められ、同時
に同窓会名誉会長、顧問をお引き受けいただいておりました、
Sr.和田美稚子先生が、昨年（R2）11月25日に神奈川県藤沢市
の片瀬修道院に移動されました。Sr.和田美稚子先生は仙台白百
合短期大学設立準備の時から当時の文部省に足を運ばれたりし
て係わって来られ、長い間短期大学、女子大学の礎を築いて来
られた方でいらっしゃいます。勿論同窓会の事も心にかけてい
ただきまして常に御指導をいただいてまいりました。片瀬の修
道院に移られます時も“仙台白百合女子大学の皆様方、卒業生の
方々、関係者の皆様方のことを思い、毎日お祈りしていますよ”
とのお言葉を残して新幹線に乗られました。泉の地でお仕事を
なさいました年月は38年位になると思います。それだけSr.和
田美稚子先生の仙台での思い出は私達同窓生にとっても忘れら
れない事が沢山ございます。感謝のうちにお見送りをさせてい
ただきました。
　最後に、今年の同窓会総会も役員会で検討させていただきま
して昨年と同様中止とさせていただきます。同窓会入会式も行
われませんでしたが、新幹事の方々の名簿・記念品をお渡しし、
入会式に代えさせていただきました。ご理解の程を宜しくお願
い致します。一日もはやくコロナウイルス感染症が収束し皆様
方と笑顔でお目にかかれます事を願いつつ。

　皆様、「楽学（がくがく）プロジェクト」って、ご存じですか。
　これは「仙台自分づくり教育」の一環として行っているもの
です。様々な職業のプロからの講話や実技体験を行う講座を設
け、将来の職業や働くことの意味について考える機会を提供し、
子供たちの夢の実現を支援するプロジェクトです。
　具体的には、市内小中学生を対象に、夏休み中の２日間を使っ
て、これまでは木町通小学校と同じ敷地にある木町通市民セン
ターを会場にして行われています。
　私は、７年間この活動の中で「栄養士の仕事」を担当してき
ました。最初にお話をいただいた時には、料理やケーキなどモ
ノを作り上げるのとは違う栄養士の仕事の重要性を２時間足ら
ずの講座で小中学生に理解させるのはとても難しいと思いまし
た。栄養のバランスについてお話をしようとすると家庭科の授
業のようになってしまってつまらないと悩みました。この仕事
に夢や憧れを持たせる工夫…そうだ！　今まさに大学で専門的
に学び、管理栄養士として飛び立とうとしている大学生の出番
ではないかと思いつきました。私がお話をしている間に、学生
は小学生でもできる料理を何品かつくり、合間にどんな栄養士

を目指しているのかを語ります。できた料理はバランスよくお
弁当箱に詰めるという楽しい活動を取り入れています。名付け
て「私は私の栄養士」という体験学習の場にしました。
　栄養士の仕事を希望する中には家族に食事療養が必要な人が
いるから学びたいという熱心な子供もいて「減塩のポイントを
教えてほしい」などといった大人顔負けの質問も飛び出します。
　その他講座は50近く用意されており、２日間とも午前・午後
で入れ替えつつ、約千名の子供たちが興味ある仕事に参加して
います。全市をあげてのプロジェクトですから、スタッフの数
も多く、プロジェクト委員会メンバーはじめ、教育委員会関係、
現役や退職された先生方、PTA関係、ジュニアリーダーなど様々
な立場の人が関わっています。これらの活動はすべてボランティ
アで、だれも報酬を受け取っていないことにも驚き、とてもい
いアイディアだと思いました。こうして大勢の大人が子供たち
の学びを支えている、その姿こそ子供にとっては憧れの存在で
あり、キャリア教育そのものに感じます。こうした活動に参加
させていただけることに感謝し、これからも栄養士という仕事
の魅力を伝えていきたいと考えています。

渡邉　博子

仙台白百合女子大学 同窓会会長
家政科１回生

同窓生の皆様、いかがお過ごしでしょうか。

　今年の 2021 年 3 月 11 日で、東日本大震災が発生してから 10 年を迎えました。
　皆様は、当時、どのような体験をなさったでしょうか？　あるいはその被災体験をとおして培われた教訓
をどのように現在へつなげていらっしゃるでしょうか？
　皆さまからの投稿を募集します。それらを蒐集し、年内中に冊子として発行し、ご寄稿者にはもちろんの
こと、学内教職員、そして仙台白百合女子大学図書館が関係する諸機関等に配布する予定です。

●締切　5月17日（月）　　●字数　400字以上
●記載事項　タイトル、郵便番号、住所、氏名、年齢、当時（と現在）の肩書、電話番号（携帯）
●宛先・メールアドレス　library@sendai-shirayuri.ac.jp
●問い合わせ　仙台白百合女子大学図書館　　〒981-3107　仙台市泉区本田町6-1

【TEL】　022（374）5090　【FAX】　022（374）4577
※玉稿が掲載された方には、冊子３冊を差し上げます。さらにご入用の方は、別途相談承ります。

投稿募集／「東日本大震災の記憶」

　私は学生生活を 400 字程度にまとめるには難しいほど、多く
の経験を積んだ４年間を過ごしました。
　経験の一つとして学生会に所属し、役員として YUKATAday
や白百合祭、クリスマス会などの大学行事に参加してきました。
また、会計の仕事に加え、学生会役員選挙では、中心となって
選挙管理委員会と共に運営に携わったことがとても印象深く
残っています。そしてそれらの多くは、同じ役員の友達や委員
会の皆さんと協力して初めて成し遂げられたものだったと思い
ます。その他にもボランティア活動やアルバイトに勤しんでき

た身ですが、どの活動も多くの方々に支えていただきました。
それらが今の私を形成したのだと思います。
　様々な人と出会う中で、自分と全く異なった価値観を持った
人もいました。考え方の違いで衝突もありました。その度に相
手と向き合い、互いに納得するまで意見を交換しました。大学
卒業後、私は仙台市内で英語教員として働きます。学生生活で
培った広い視野で物事を見つめ、生徒と向き合っていけるよう
な教師を目指します。
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幸せの再認識

神田　あづさ
健康栄養学科 学科長

　本学において、2020年度の新学期は前代未聞の形でスタート
しました。キャンパスへの学生の立ち入りは禁止となり、６月
末までは対面の講義を中止して、遠隔講義で対応しました。そ
の期間、講義の受講者同士が密に接し、友人・知人を作る機会
やクラブ・サークル活動をする機会が奪われてしまいました。
特に、新入生にとっては、現実の繋がりがない状態がいつまで
続くか分からない状況で、入学時にただでさえ少なからず存在
する「不安感・孤立感」を増幅させてしまうリスクがあったと
考えます。そこで本学科では、当初の予定通り１年生に対し７
月最初の土日に「健康栄養論」での課外授業を実施しました。
バスで移動し施設見学をしました。バス１台に17人程度乗車し、
食事を一緒にすることにより移動の食事等での感染症対策も同
時に学ぶことが出来ました。実習・実験等の授業が一部対面に

なったばかりの７月上旬に、新入生を連れ、課外授業を行うこ
とは正直不安でもありましたが、対象者である１年生に友だち
づくりをする機会を与えられたことがなにより良かったことだ
と思います。そして初めて同級生と親しく話をする学生も多く、
学習面だけでなく学生たちにとっても重要な１日となりました。
　また全学年において遠隔授業を行い直接、学生と会う機会が
少なかったことから、いつも以上に、送られてきたメールに関
しては、少しでも登学出来ずにいることからくる様々な不安を
取り除いて上げられればとの願いながら丁寧に返信をいたしま
した。対面授業になった後、教員にとって学生たちと日々、会
えることや、話せることが幸せであることを再認識し、今後も
日々の授業や学生対応を行っていきたいと思います。

オンラインを利用した語学授業を経験して

砂澤　健治
グローバル・スタディーズ学科 学科長

　グローバル・スタディーズ学科は、2013年にスタートし、今
年で８年目を迎えることになりました。「学ぼう、飛び出そう、
そしてつながろう ― 仙台からグローバル社会へ」という呼びか
けに、これまでたくさんの学生の皆さんが本学科を志望され、
今年の３月には第５回生を送り出すことになりました。これか
らも、よろしくお願いいたします。
　ところで、本学科では、前身の国際教養学科や短期大学英語
科の時代から、教養英語のほか、英文法や検定英語など、数多
くの語学関係科目を開講してまいりました。同窓生の皆さんの
中にも、それらの授業を受講された方がたくさんおられること
と思います。振り返れば、私の授業では、決まって受講者を指
名し、口頭で発表してもらうやり方が常だったかと思います。
緊張した面持ちで発表する学生さん、ユーモアのある答えを返
してくる学生さんなど、すべては私にとって思い出深い経験で
ありました。しかし、そのようなごく当り前の授業風景が、こ

の１年間で様変わりしてしまいました。ご承知の通り、どの科
目もオンライン形式の授業となり、語学科目もその例外ではあ
りませんでした。慣れない手付でパソコンを操作し、失敗を重
ねながら、ようやく自己流の遠隔授業を開始しました。幸い、
語学は、学習内容がもともとオンライン向きであるため、前期
終了時の学生さんの評判は、案外好評でした。息抜きと称して、
外国のビデオ映像やアニメの英語バージョンを楽しんでもらっ
たことが功を奏したのかも知れません。しかし、本当の意味で
の学習効果を高めることができたのか、あるいは、学力の向上
を図ることができたのかについては、正直なところ自信は持て
ません。かりに語学の場合であったとしても、過度に音声や映
像メディアに依存する授業形態には、やはり限界があるような
気がします。教師と学生が直に向き合った、マスクのいらない
語学授業の再開が待ち望まれるところであります。

私たちの試練

遊佐　重樹
人間発達学科 学科長

　2020年度、コロナ禍において導入されたオンライン授業は、
授業を行う者にも受ける学生にとっても大きな試練となりまし
た。導入までの環境整備、運用する教員へのレクチャーは何とか
整いましたが、最も重要である授業の質を保つ点においては試
行錯誤の連続でした。
　人間発達学科は保育士、幼稚園教諭、小学校教諭の養成を目
的としています。これらの職種はいずれもひとを相手にし、心の
交流が何より大切とされる専門職です。単に知識や技術を教え
るだけでない科目が多く、音楽、造形、体育など実技を伴う授業
もあるため、教員は初めての経験に戸惑いながらも新しい教授
法の模索に取り組みました。
　一方で、最も配慮したのは新入生とのコンタクトです。大学の
仕組みもわからず、友人や先輩との交流もないままオンライン授
業を受けることを余儀なくされた彼女達を孤立させぬよう、アド
バイザーは連絡を密に取るように努めました。それでも学生の
ネット環境は様々で、思い通りにいかないことも多々あり、心細

い思いをした学生もいたことでしょう。反省点は今後の教訓とし
て生かしていきたいと考えています。
　今後、コロナ収束後もオンラインは活用されるべきツールです。
本学科では学生たちが考案した表現遊びをブログに掲載し、好
評でした。これからも工夫して学科ならではの発信を続けていく
予定です。（https://www.sendaishirayuri-hds.com/information
是非ご覧ください）
　後期の授業はほぼ対面で実施されました。顔を見渡して授業
できる喜び、一定の距離は空けてもクラスメートと並んで授業を
受けられる幸せを各々が噛みしめたものです。どんな経験もそ
れを意味あるものにするかどうかは自分次第。私たちはもう一度
「学ぶ」ことの意味を問い直し、この未曾有の経験を意味あるも
のにして、より良い未来を目指して進みたいと思います。

Struggles will never break us!（どんな困難も私たちを破滅させ
ることはできない）

コロナ禍での授業

渡邊　兼行
心理福祉学科 学科長

　新型コロナウイルスの感染拡大を受け、本学でも前期は学生
の学内入構が制限されました。しかし、そのような中でも授業
は成立させなければならず、おそらく本学では初めて、遠隔で
の授業が導入されることとなりました。本学の遠隔授業は主に
Zoomのようなビデオ会議システムを用い、リアルタイムで映像
と音声を双方向で発信するというものでした。教室のように広
い空間ではなく、PCの狭いモニターを通してではありますが、
学生も教員も互いの映像を見ながら意見を交わすことができま
す。何しろ初めての試みであったものですから、細かいトラブ
ルは多々ありましたが、おおむね授業としては成立していたよ
うに思います。
　また遠隔での授業では、教室で授業を行うように、紙で資料
を配ったり紙でレポートを提出したりということはできません
ので、その代わりのしくみが必要となります。そのため、LMS（学
習管理システム）としてmanabaが導入され、manaba上から資
料の配布やレポートの回収を遠隔で行う体制が整いました。

　幸い、後期からは入構の制限も解かれて対面での授業が標準
となりましたが、それでZoomもmanabaもお払い箱になること
はなく、むしろ日々の授業や学生生活を豊かにするものとして
より有効に活用されています。もともとLMSはこのようなコロ
ナ禍に関わらず、日々の学習活動を促進し、教育効果を上げる
システムとして有効なものでしたが、前期の遠隔授業で本学で
もその活用が一気に広まりました。
　対面授業の再開で授業でのZoomの使用頻度は減りましたが、
対面授業の代替手段としてだけではなく、バーチャルな研究室
としてもZoomは活用されています。また、学生同士がZoomを
使って自主的に学習を進めるなど、Zoomは大学での日常にすっ
かり浸透した感があります。
　いずれは新型コロナウイルスの感染も収束するものと思いま
すが、遠隔授業の経験で得られた技術は、今後の学習活動の中
でも大いに活用され、大学生活をよりよいものにしていくと期
待されます。
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幸せの再認識

神田　あづさ
健康栄養学科 学科長

　本学において、2020年度の新学期は前代未聞の形でスタート
しました。キャンパスへの学生の立ち入りは禁止となり、６月
末までは対面の講義を中止して、遠隔講義で対応しました。そ
の期間、講義の受講者同士が密に接し、友人・知人を作る機会
やクラブ・サークル活動をする機会が奪われてしまいました。
特に、新入生にとっては、現実の繋がりがない状態がいつまで
続くか分からない状況で、入学時にただでさえ少なからず存在
する「不安感・孤立感」を増幅させてしまうリスクがあったと
考えます。そこで本学科では、当初の予定通り１年生に対し７
月最初の土日に「健康栄養論」での課外授業を実施しました。
バスで移動し施設見学をしました。バス１台に17人程度乗車し、
食事を一緒にすることにより移動の食事等での感染症対策も同
時に学ぶことが出来ました。実習・実験等の授業が一部対面に

なったばかりの７月上旬に、新入生を連れ、課外授業を行うこ
とは正直不安でもありましたが、対象者である１年生に友だち
づくりをする機会を与えられたことがなにより良かったことだ
と思います。そして初めて同級生と親しく話をする学生も多く、
学習面だけでなく学生たちにとっても重要な１日となりました。
　また全学年において遠隔授業を行い直接、学生と会う機会が
少なかったことから、いつも以上に、送られてきたメールに関
しては、少しでも登学出来ずにいることからくる様々な不安を
取り除いて上げられればとの願いながら丁寧に返信をいたしま
した。対面授業になった後、教員にとって学生たちと日々、会
えることや、話せることが幸せであることを再認識し、今後も
日々の授業や学生対応を行っていきたいと思います。

オンラインを利用した語学授業を経験して

砂澤　健治
グローバル・スタディーズ学科 学科長

　グローバル・スタディーズ学科は、2013年にスタートし、今
年で８年目を迎えることになりました。「学ぼう、飛び出そう、
そしてつながろう ― 仙台からグローバル社会へ」という呼びか
けに、これまでたくさんの学生の皆さんが本学科を志望され、
今年の３月には第５回生を送り出すことになりました。これか
らも、よろしくお願いいたします。
　ところで、本学科では、前身の国際教養学科や短期大学英語
科の時代から、教養英語のほか、英文法や検定英語など、数多
くの語学関係科目を開講してまいりました。同窓生の皆さんの
中にも、それらの授業を受講された方がたくさんおられること
と思います。振り返れば、私の授業では、決まって受講者を指
名し、口頭で発表してもらうやり方が常だったかと思います。
緊張した面持ちで発表する学生さん、ユーモアのある答えを返
してくる学生さんなど、すべては私にとって思い出深い経験で
ありました。しかし、そのようなごく当り前の授業風景が、こ

の１年間で様変わりしてしまいました。ご承知の通り、どの科
目もオンライン形式の授業となり、語学科目もその例外ではあ
りませんでした。慣れない手付でパソコンを操作し、失敗を重
ねながら、ようやく自己流の遠隔授業を開始しました。幸い、
語学は、学習内容がもともとオンライン向きであるため、前期
終了時の学生さんの評判は、案外好評でした。息抜きと称して、
外国のビデオ映像やアニメの英語バージョンを楽しんでもらっ
たことが功を奏したのかも知れません。しかし、本当の意味で
の学習効果を高めることができたのか、あるいは、学力の向上
を図ることができたのかについては、正直なところ自信は持て
ません。かりに語学の場合であったとしても、過度に音声や映
像メディアに依存する授業形態には、やはり限界があるような
気がします。教師と学生が直に向き合った、マスクのいらない
語学授業の再開が待ち望まれるところであります。

私たちの試練

遊佐　重樹
人間発達学科 学科長

　2020年度、コロナ禍において導入されたオンライン授業は、
授業を行う者にも受ける学生にとっても大きな試練となりまし
た。導入までの環境整備、運用する教員へのレクチャーは何とか
整いましたが、最も重要である授業の質を保つ点においては試
行錯誤の連続でした。
　人間発達学科は保育士、幼稚園教諭、小学校教諭の養成を目
的としています。これらの職種はいずれもひとを相手にし、心の
交流が何より大切とされる専門職です。単に知識や技術を教え
るだけでない科目が多く、音楽、造形、体育など実技を伴う授業
もあるため、教員は初めての経験に戸惑いながらも新しい教授
法の模索に取り組みました。
　一方で、最も配慮したのは新入生とのコンタクトです。大学の
仕組みもわからず、友人や先輩との交流もないままオンライン授
業を受けることを余儀なくされた彼女達を孤立させぬよう、アド
バイザーは連絡を密に取るように努めました。それでも学生の
ネット環境は様々で、思い通りにいかないことも多々あり、心細

い思いをした学生もいたことでしょう。反省点は今後の教訓とし
て生かしていきたいと考えています。
　今後、コロナ収束後もオンラインは活用されるべきツールです。
本学科では学生たちが考案した表現遊びをブログに掲載し、好
評でした。これからも工夫して学科ならではの発信を続けていく
予定です。（https://www.sendaishirayuri-hds.com/information
是非ご覧ください）
　後期の授業はほぼ対面で実施されました。顔を見渡して授業
できる喜び、一定の距離は空けてもクラスメートと並んで授業を
受けられる幸せを各々が噛みしめたものです。どんな経験もそ
れを意味あるものにするかどうかは自分次第。私たちはもう一度
「学ぶ」ことの意味を問い直し、この未曾有の経験を意味あるも
のにして、より良い未来を目指して進みたいと思います。

Struggles will never break us!（どんな困難も私たちを破滅させ
ることはできない）

コロナ禍での授業

渡邊　兼行
心理福祉学科 学科長

　新型コロナウイルスの感染拡大を受け、本学でも前期は学生
の学内入構が制限されました。しかし、そのような中でも授業
は成立させなければならず、おそらく本学では初めて、遠隔で
の授業が導入されることとなりました。本学の遠隔授業は主に
Zoomのようなビデオ会議システムを用い、リアルタイムで映像
と音声を双方向で発信するというものでした。教室のように広
い空間ではなく、PCの狭いモニターを通してではありますが、
学生も教員も互いの映像を見ながら意見を交わすことができま
す。何しろ初めての試みであったものですから、細かいトラブ
ルは多々ありましたが、おおむね授業としては成立していたよ
うに思います。
　また遠隔での授業では、教室で授業を行うように、紙で資料
を配ったり紙でレポートを提出したりということはできません
ので、その代わりのしくみが必要となります。そのため、LMS（学
習管理システム）としてmanabaが導入され、manaba上から資
料の配布やレポートの回収を遠隔で行う体制が整いました。

　幸い、後期からは入構の制限も解かれて対面での授業が標準
となりましたが、それでZoomもmanabaもお払い箱になること
はなく、むしろ日々の授業や学生生活を豊かにするものとして
より有効に活用されています。もともとLMSはこのようなコロ
ナ禍に関わらず、日々の学習活動を促進し、教育効果を上げる
システムとして有効なものでしたが、前期の遠隔授業で本学で
もその活用が一気に広まりました。
　対面授業の再開で授業でのZoomの使用頻度は減りましたが、
対面授業の代替手段としてだけではなく、バーチャルな研究室
としてもZoomは活用されています。また、学生同士がZoomを
使って自主的に学習を進めるなど、Zoomは大学での日常にすっ
かり浸透した感があります。
　いずれは新型コロナウイルスの感染も収束するものと思いま
すが、遠隔授業の経験で得られた技術は、今後の学習活動の中
でも大いに活用され、大学生活をよりよいものにしていくと期
待されます。
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2020年度　入会式

年会費　ご協力ありがとうございました

― 同窓会より 記念品 ―

講座の申込み・問い合わせ先

 仙台白百合女子大学図書館・地域貢献研究センター・カトリック研究所
 〒981-3107　仙台市泉区本田町6-1
【TEL】022（374）5090　【FAX】022（374）4577　【E-mail】event@sendai-shirayuri.ac.jp
※希望の講座名と氏名（ふりがな）、郵便番号、住所、電話番号をご記入の上、はがき・FAXまたはEメールでお申
し込みください。
※講座は全て無料です。
※コロナウイルスの影響等により、講座日程や開催方法の変更等が生じる場合があります。
　変更の場合は本学ホームページ上でお知らせいたします。

卒業時に納入していただきました終身会費は、通信費等に使われておりましたが、諸般の値上がり等により、
60 才以上の方に年間 2,000 円の会費のご協力をお願いしております。
尚、60 歳をお迎えにならなくても、ご賛同を頂けます方はご協力よろしくお願いいたします。
会費は、下記の口座へお振込下さるようにお願いいたします。

記

●ゆうちょ銀行　02280-2-137248
●加  入  者  名　仙台白百合女子大学同窓会
　送金なさる時、回生も書いてください。（封筒の名前の下に書いてあります。）（例　家政科1回生）
●年 　会 　費　2,000円　　振り込み手数料はご負担をお願いいたします。

年会費お支払のお願い

演　題：「途上国の開発と環境：
ラウダ―ト・シとSDGsを実例に」

講　師：プテンカラム ジョンジョセフ 氏
（上智大学大学院教授）

日　時：2021 年 7 月 17 日（土）
　　　　13：30 ～ 15：30
場　所：仙台白百合女子大学
申込方法：下記までお申し込み下さい。
※公開講座の詳細については、本学
ホームページにてお知らせいたし
ます。

　今年は、新型コロナウイルスの影響により、毎年行わ
れている同窓会入会式を行う事は出来ませんでした。
　卒業生181名には、同窓会より記念品を贈りました。
　大学生活で学んだ多くの事を原動力に、益々のご活躍
とご多幸を心よりお祈りいたします。

昨年度ご協力いただいた皆様方に、深くお礼申し上げます

演　題：「カミユ『ペスト』にみる不条理の生き方」
講　師：加藤　美紀（カトリック研究所所長）
日　時：9月 18 日（土）10：30 ～ 12：00 予定

演　題：「植木等と昭和という時代」
講　師：大久保　剛（健康栄養学科准教授）
日　時：10 月 2 日（土）10：30 ～ 12：00 予定

演　題：「説得の心理学―人が動かされるメカニズム―」
講　師：結城　裕也（心理福祉学科講師）
日　時：10 月 2 日（土）13：00 ～ 14：30 予定

演　題：「親子でチャレンジ ロボット＆AIプログラミング教室」
講　師：熊谷　健二（グローバル・スタディーズ学科准教授）
日　時：第１回　9月25日（土）9：30 ～ 12：00
 　　　　 開講式（挨拶・自己紹介）
 　　　　 クルマ型ロボットプログラミング
 第２回　10月2日（土）9：30 ～ 12：00
 　　　　 ドローンプログラミング
 第３回　10月9日（土）9：30 ～ 12：00
 　　　　 AIプログラミング
 　　　　 閉講式（挨拶・修了証交付）
申込締切：9月17日（金）
対　象：小学校4、5、6年生の親子でお申込みください。
定　員：親子5組（先着）

みやぎ県民大学講座
（会場：仙台白百合女子大学）要申込みカトリック研究所 第 33 回公開講座

学都仙台コンソーシアム サテライトキャンパス講座
（場所：仙台市市民活動サポートセンター）要申込み
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2020年度　入会式

年会費　ご協力ありがとうございました

― 同窓会より 記念品 ―

講座の申込み・問い合わせ先

 仙台白百合女子大学図書館・地域貢献研究センター・カトリック研究所
 〒981-3107　仙台市泉区本田町6-1
【TEL】022（374）5090　【FAX】022（374）4577　【E-mail】event@sendai-shirayuri.ac.jp
※希望の講座名と氏名（ふりがな）、郵便番号、住所、電話番号をご記入の上、はがき・FAXまたはEメールでお申
し込みください。
※講座は全て無料です。
※コロナウイルスの影響等により、講座日程や開催方法の変更等が生じる場合があります。
　変更の場合は本学ホームページ上でお知らせいたします。

卒業時に納入していただきました終身会費は、通信費等に使われておりましたが、諸般の値上がり等により、
60 才以上の方に年間 2,000 円の会費のご協力をお願いしております。
尚、60 歳をお迎えにならなくても、ご賛同を頂けます方はご協力よろしくお願いいたします。
会費は、下記の口座へお振込下さるようにお願いいたします。

記

●ゆうちょ銀行　02280-2-137248
●加  入  者  名　仙台白百合女子大学同窓会
　送金なさる時、回生も書いてください。（封筒の名前の下に書いてあります。）（例　家政科1回生）
●年 　会 　費　2,000円　　振り込み手数料はご負担をお願いいたします。

年会費お支払のお願い

演　題：「途上国の開発と環境：
ラウダ―ト・シとSDGsを実例に」

講　師：プテンカラム ジョンジョセフ 氏
（上智大学大学院教授）

日　時：2021 年 7 月 17 日（土）
　　　　13：30 ～ 15：30
場　所：仙台白百合女子大学
申込方法：下記までお申し込み下さい。
※公開講座の詳細については、本学
ホームページにてお知らせいたし
ます。

　今年は、新型コロナウイルスの影響により、毎年行わ
れている同窓会入会式を行う事は出来ませんでした。
　卒業生181名には、同窓会より記念品を贈りました。
　大学生活で学んだ多くの事を原動力に、益々のご活躍
とご多幸を心よりお祈りいたします。

昨年度ご協力いただいた皆様方に、深くお礼申し上げます

演　題：「カミユ『ペスト』にみる不条理の生き方」
講　師：加藤　美紀（カトリック研究所所長）
日　時：9月 18 日（土）10：30 ～ 12：00 予定

演　題：「植木等と昭和という時代」
講　師：大久保　剛（健康栄養学科准教授）
日　時：10 月 2 日（土）10：30 ～ 12：00 予定

演　題：「説得の心理学―人が動かされるメカニズム―」
講　師：結城　裕也（心理福祉学科講師）
日　時：10 月 2 日（土）13：00 ～ 14：30 予定

演　題：「親子でチャレンジ ロボット＆AIプログラミング教室」
講　師：熊谷　健二（グローバル・スタディーズ学科准教授）
日　時：第１回　9月25日（土）9：30 ～ 12：00
 　　　　 開講式（挨拶・自己紹介）
 　　　　 クルマ型ロボットプログラミング
 第２回　10月2日（土）9：30 ～ 12：00
 　　　　 ドローンプログラミング
 第３回　10月9日（土）9：30 ～ 12：00
 　　　　 AIプログラミング
 　　　　 閉講式（挨拶・修了証交付）
申込締切：9月17日（金）
対　象：小学校4、5、6年生の親子でお申込みください。
定　員：親子5組（先着）

みやぎ県民大学講座
（会場：仙台白百合女子大学）要申込みカトリック研究所 第 33 回公開講座

学都仙台コンソーシアム サテライトキャンパス講座
（場所：仙台市市民活動サポートセンター）要申込み

2020年11月4日（水）本学記念館メディテーション・ルームにて追悼の祈りの集いが行われました。
ご逝去なされた方の情報がお分かりになりましたら、事務局までお知らせ下さいますようお願いいたします。

訃　報　　謹んでお悔やみ申し上げます。
回生 科 名　前

〈短大〉 3 家政 鈴　木　真　佐
7 家政 神　橋　久美子
8 家政 高　橋　勝　美

名　前

〈教職員〉 Sr.　野　下　綾　子 （2020.11.1）
Sr.　山　口　春　野 （2021.1.27）

家政科 1回生 滝　上　明　子
　　　〃 渡　辺　一　三
　　　〃 渡　邉　博　子
　　　〃 中　谷　和　子
　　　〃 鈴　木　房　子
　　　〃 川　上　悦　子
　　　〃 浅　野　恵　子
　　　〃 堀　江　秋　子
　　　〃 長　　　礼　子
　　　〃 服　部　き　み
　　　〃 伊　藤　陽　子
　　　〃 菅　原　邦　子
家政科 2回生 坂　田　悦　子
　　　〃 丹　野　恵美子
　　　〃 細　田　春　枝
　　　〃 久米本　洋　子
　　　〃 我　妻　とみ子
　　　〃 笹　島　かほる
家政科 3回生 木　村　惠美子
　　　〃 古　内　あい子

家政科 3回生 内　藤　洋　子
　　　〃 船　迫　ひろ子
　　　〃 西　舘　冨久子
　　　〃 阿　部　美惠子
　　　〃 伊　達　ひろ子
　　　〃 竹　田　京　子
　　　〃 小　野　麗　子
家政科 4回生 菊　池　裕　子
　　　〃 渡　辺　好　子
家政科 5回生 塚　本　良　子
　　　〃 二　瓶　裕　子
　　　〃 高　野　和　子
家政科 6回生 高　橋　紀代江
　　　〃 藤　井　恵　美
　　　〃 渡　部　裕　子
　　　〃 餅　　　由美子
　　　〃 木　幡　文　子
家政科 7回生 菊　池　洋　子
家政科 8回生 古　川　知　子
　　　〃 齋　藤　章　惠

家政科 8回生 鈴　木　　　睦
　　　〃 佐々木　千栄子
　　　〃 馬場野　淳　子
家政科 9回生 鈴　木　恵美子
　　　〃 松　岡　裕　子
　　　〃 西　村　博　子
　　　〃 大　江　裕　子
家政科12回生 星　　　洋　子
家政科13回生 坪　倉　乃　布
　　　〃 千　葉　由美子
家政科14回生 村　上　恵久子
家政科16回生 白　鳥　マ　リ
家政科20回生 柴　田　順　子
家政科21回生 道　源　亜紀子
英語科 4回生 斉　藤　環　江
　　　〃 平　井　知　子

女子大学人間発達７回生 弥　藤　芙美絵
女子大学国際教養11回生 武　田　絵　美

（2021年2月末現在）

2020年（令和２年度）年会費
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2020 年度　会計報告
2020年度　決算報告

2021年度　予算（案）

2019年度 繰 越 金
2020年度 終 身 会 費
 年 会 費
 利 息
 特 別 収 入
 入 会 式
 会 議 費
 総 会 費
 会 報 費
 慶 弔 費
 事 務 費
 特別事業費
 予 備 費

18,940,781
2,805,000
124,700
536
0
0
0
0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0

127,360
11,045

0
1,094,665
33,000
655,772

0
0

定期預金・普通預金を含む
女子大学22回生（187名）
通信費等
預金利息（定期・普通）

卒業記念品等
幹事会・役員会等
総会中止
会報印刷・郵送料等
花代（卒業式）
電話料・文具・パート代等
ホームカミング・大学祭広告等
その他

項　　目 収　入 支　出 備　　考

合　　計 21,871,017 1,921,842

 繰 越 金
 終 身 会 費
 年 会 費
 利 息
 特 別 収 入
 入 会 式
 会 議 費
 総 会 費
 会 報 費
 慶 弔 費
 事 務 費
 特別事業費
 予 備 費

19,949,175
3,555,000
150,000
536
0
0
0
0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0

200,000
50,000

0
1,300,000
100,000
1,300,000
50,000
400,000

定期預金・普通預金を含む
女子大学23回生（237名）
通信費等
預金利息（定期・普通）

卒業記念品等
幹事会・役員会等
総会中止
会報印刷・郵送料等
花代（入学式・卒業式）その他
電話料・文具・パート代等
ホームカミング・大学祭広告等
その他

項　　目 収　入 支　出 備　　考

合　　計 23,654,711 3,400,000

2021 年 3月31日次年度繰越金 19,949,175

差引次年度繰越予定額 20,254,711

新 幹 事 紹 介

　同窓会事務局では、大学より提供された卒業生名簿
を同窓会会報の発送と幹事へのお知らせのために利用
させていただいております。
　還暦祝い・25周年の祝い・同期会などの必要と認め
られる場合のご連絡については、代表者（学年幹事等）
の方に、使用目的の誓約書を提出していただくことを
お願いし、個人情報については適切に取り扱っており
ます。
　住居表示・姓名に変更が生じた場合は、事務局まで
ご連絡ください。その際、下記の事項をお忘れなくご
記入の上、電話・ハガキまたはFAXにてお知らせく
ださいますようお願いいたします。

記
●氏名（現・旧）　　　●住所（現・旧）
●電話番号　　●学科・回生・クラス

【連絡先】
仙台白百合女子大学同窓会事務局
〒981-3107　仙台市泉区本田町６－１
TEL・FAX　（022）372-3595
（毎週木曜日開局）

● 編集者
阿部美恵子（家政科 ３回生）　塚本　良子（家政科 ５回生）
斉藤　礼子（家政科１５回生）　西條るり子（家政科１５回生）

同窓会事務局からのお知らせ

　2020年度は大学にとって試練の年でした。出口の見えないコ
ロナ禍のなか、通常の対面授業ができなくなった時があり、オ
ンライン授業に切り替えて対応しました。後期になって対面授
業は回復できたのですが、不安定な状況が継続し、教育効果の
面では課題が残ったように思います。学生たちも、当たり前の
キャンパスライフをおくることができませんでした。行事も次々
と中止になりました。大学生活が不完全燃焼になったのではと
心配しています。本学の特徴である少人数教育は、学生同士あ
るいは学生と教員の「密」な関係を前提としているため、「密」
を避ける授業のなかで試行錯誤が続きました。コロナ禍からの
出口は未だ見えない状態ですし、見えたとしても、ポストコロ
ナ時代の教育がどのような姿になるのかは、はっきりしないと
いうのが実情です。
　本学の教職員は、今後も、学生の教育と支援に総力を注ぎ込
みますが、この困難な時代にあっては、卒業生の皆様からの応
援とご支援が大きな励みとなります。同窓会と大学との連携は、
これまで以上に大切になってくるものと考えています。両者の
連携を深化させるためには制度的な工夫も必要と考え、2021年
度は、二つの点で新たな試みを始めることとしました。
　一つは、学生課に、同窓会との連携強化の役割を与えること
です。これまで、教職員の中の同窓生が、勤務とは別のところ
で同窓会の役割を、いわばボランティアとして担ってきました。
大学の全体的運営の中に同窓会がきちんと位置付けられていな

かったため、大学が同窓会に何を期待するのかも不明瞭でした。
しかし、同窓会は地域連携の窓口にもなり得るし、受験生募集
やキャリア支援にも一役買うことができるかもしれません。同
窓会がもつ経験と人脈、力を在学生のために使わせていただき
たいのです。そのためには、同窓会自体も充実し、盛り上がっ
ていただかなければなりません。そのような思いから、学生課
を同窓会との接点にしたいと考えました。
　二つ目は、キャリアリソース課（従来の就職課）に同窓生の
卒後教育の機能を振り分けることです。同窓生には長く仕事を
続ける方が増えてきました。在学時代の国家資格を生かした仕
事をしている方々、あるいは一般企業で活躍している方々等、
転職した方、再就職した方、卒業生にもいろいろなキャリアパ
スがあります。社会がめまぐるしく変化するこの時代において、
同窓生たちもキャリアップあるいはキャリアチェンジのために
学びを継続させる必要があります。キャリアリソース課が中心
となって、同窓生のニーズと、本学が提供できるリソースとを
マッチングさせることができればと考えました。卒業後も続く
「学びの共同体」ができることを夢みて、キャリアリソース課に
思いを託しました。
　今後、同窓会が多くの卒業生の支持を得ながらますます発展
し、活動を充実させ、大学を下支えする推進力となって活躍く
ださるよう期待しております。

発行2021年 4月

仙台白百合女子大学 人間学部22回生

人間発達学科　子ども発達専攻

 Ａ Ｂ組 及川　朋佳／大場　百夏

心理福祉学科

  齋藤茉弥乃／橘川　怜奈

健康栄養学科　管理栄養専攻

 Ａ組 太田恵梨子／猪又　風香

 Ｂ組 二階堂水美／渡邊　新苗

グローバル・スタディーズ学科

 Ａ組 佐藤菜々子／本間千里歌

 Ｂ組 古藤野雅織／齋藤茅乃

コロナ後の同窓会と大学

矢口　洋生

仙台白百合女子大学　学長
同窓会名誉会長

同窓会総会中止のお知らせ

人間発達学科
 特任教授 髙橋　正人
 講　　師 八木　孝憲

心理福祉学科
 特任教授 山﨑　洋史
 講　　師 高田　洋平

グローバル・スタディーズ学科
 教　　授 小形　美樹
 特任教授 坂根　治美
 特任講師
  フリードリック ダニエル

教務課 本田　春緋

キャリアリソース課 八木田　僚

会計課 武田　明子
（2021.3.18）

心理福祉学科
 特任教授 鈴木　敏明

（2021.3.31）

健康栄養学科
 特任教授 谷津　壽郎

（2021.3.31）

グローバル・スタディーズ学科
 教　　授 浅野　浩子

（2021.3.31）

 特任教授 高橋　　満
（2021.3.31）

 特任講師
  メアリー アン パスクアル

（2021.3.31）

管理課 亀山　裕史
（2021.3.31）

図書館 宮野眞理子
（2021.3.31）
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